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研究成果の概要（和文）：日本語の方言には現代語とは異なる独特の形態・意味用法を備えたオ

ノマトペが数多く存在するが，データベースが存在せず，研究の基盤がないに等しい状態であ

った。本研究は，これまで研究が進められてこなかった方言オノマトペを対象に，基盤資料と

しての「日本語方言オノマトペ・データベース」の構築，方言オノマトペの特徴および分布実

態の把握，現地調査に基づく記述モデル構築をめざした。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This research is the creation of; "Japanese dialect onomatopoeia database", the feature 
of dialect onomatopoeia and the grasp of the distribution actual condition, and the 
verbal model construction of dialect onomatopoeia which performed the following thing 
about the onomatopoeia in a Japanese dialect. 
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１．研究開始当初の背景 

  日本語は諸言語の中でも特にオノマトペ
（擬態語･擬声語）が豊富であることが指摘
される言語である。オノマトペは感覚的で主
観的な言語表現であるという性格上，話しこ
とばに多く用いられ，殊に方言には， 現代
語とは異なる独特の形態・意味用法を備えた
ものが数多く存在するが，方言オノマトペに
おいてはデータベースが存在せず，研究の基
盤がないに等しい状態であった。 

 

２．研究の目的 

 これまで研究が進められてこなかった方
言オノマトペを対象に，基盤資料として「日
本語方言オノマトペ・データベース」を作成
し，方言オノマトペの特徴および分布実態を
把握し，記述モデルを構築することを目的と
する。諸方言の語形と意味用法を把握できる
「日本語方言オノマトペ・データベース」と，
記述的研究のための調査票を作成し，今後の
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方言オノマトペの研究を促進することを目
的とする。 
 
３．研究の方法 

 本研究は，次の方法で行った。 
(1)方言オノマトペ・データベースの構築
（2010(平成 22)年度～2011(平成 23)年度） 
 データベース作成のために，各地方言集・
方言辞典の見出し語からオノマトペとその
類を抽出した。 
 
(2)方言オノマトペの実地調査と記述研究
（2011(平成 23)年度） 
 数地点を選定し，実際の調査を行った。平
行して，データベースの項目追加とタグ付け
を行った。この一部を利用して『東北方言オ
ノマトペ用例集』を作成した。 
 
(3)方言オノマトペの記述モデルの構築
（2012(平成 24)年度） 
 調査結果に基づいて，データベースの項目
とタグを追加し，調査に必要な情報をとりま
とめた。 
 
４．研究成果 
 (1)データベースを利用し，方言辞典・方言
集などのすべての項目の中からオノマトペ
とそれに関わる形式を取り出し，それらのデ
ータを分析する試みを行った。一方言の中で
オノマトペが占める語彙的特徴を明らかに
した（盛岡市方言）。 
 
(2)一地点・一地域における記述研究（岩手
県盛岡市，群馬県西部方言，鹿児島県喜界町
城久），一地域における地理的・年代的な違
いを明らかにするグロットグラム調査（山形
県陸羽東線沿線 22 地点），感動詞との比較等
（宮城県・岩手県三陸地方），鳴き声の全国
分布の分析（牛の鳴き声）を行い，方言のオ
ノマトペがどのように用いられているかを
明らかにした。 
 
(3)方言オノマトペ・データベースの試作を
通じ，データベースをどのように利用できる
かを検討した。中でも，オノマトペには身体
感覚を表す形式が多いことから，データベー
スを利用して，医療現場向けの方言手引きと
して『東北方言オノマトペ用例集』を作成し
た。 
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